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Effects of postnatal brief maternal separation
















Effects of postnatal brief maternal separation on the 
development of brain and behavior in the BALB/c mice 
 





































在する GABA-A 受容体サブユニットのうち特にα2 サブユニットは不安への関連
が示唆されている。 
本研究では、BALB/c マウスを用いた。BALB/c マウスは脳内 5-HT 合成酵素で




ることが予想される。そこでまず、BALB/c マウスに生後 1 日目から 2 週間、ハ
ンドリングを行い、生後発達期のハンドリングが行動の発達に与える影響を調
べた。具体的には、生後 1日目から 14日目まで、1日 1回 15分間（11:00-11:15）、
仔マウスを仕切りが入った別のケージに一匹ずつ移動させて母親と兄弟から分
離した。また、ハンドリングの作用機序として、母親の養育行動の増加が報告さ




















日目で 5-HT1A 受容体の mRNA 発現量が背側縫線核で増加する一方、扁桃体で減
少した。一方、生後 71日目には、BDNF mRNAが背側海馬と扁桃体で増加し、GABA-
A 受容体α2 サブユニット mRNA が扁桃体で減少した。これらのことから、生後
発達期のハンドリングが発達期の背側縫線核と扁桃体の 5-HT1A受容体、成体期
の背側海馬と扁桃体の BDNF と扁桃体の GABA-A 受容体α2 サブユニットの変化
を介して、成長後の仔の不安様行動を減少させたり、空間学習・記憶能力を向上
させた可能性が示唆された。 
